
 

▽虚空会十二品(第 11～第 22) 

空中で説かれた 法
華
経
の
科
文(

経
典
を
解
釈
す
る
に
際
し
て
説
意
に
し
た
が
い
文
章
に
段
落
を
設
け
て
説
明
す
る
方
法) 

                                      
◇
一
経
三
段
（
序
分
、
正
宗
、
流
通
分
）
と
◆
二
門
（
迹
門
と
本
門
）
六
段
、
▽
二
処
三
会
、 

※
起
顕
竟→
『
新
尼
御
前
御
返
事
』
「
今
此
の
御
本
尊
は
教
主
釈
尊
五
百
塵
点
劫
よ
り
心
中
に
お
さ
め
さ
せ
給
い
て
、
世
に
出
現
せ
さ
せ
給

い
て
も
四
十
余
年
、
其
の
後
又
法
華
経
の
中
に
も
迹
門
は
せ
す
ぎ
て
、
宝
塔
品
よ
り
事
を
こ
り
て
寿
量
品
に
説
き
顕
し
、
神
力
品
属
累
に
事

極
り
て
候
し
が
、
・
・
・
」 

序
品 

 
 
 
 
 

第
一 

方
便
品 

 
 
 
 

第
二 

譬
喩
品 

 
 
 
 

第
三 

信
解
品 

 
 
 
 

第
四 

薬
草
喩
品 

 
 
 

第
五 

授
記
品 

 
 
 
 

第
六 

化
城
喩
品 

 
 
 

第
七 

五
百
弟
子
受
記
品 
第
八 

授
学
無
学
人
記
品 

第
九 

法
師
品 

 
 
 
 

第
十 

見
宝
塔
品 

 
 
 

第
十
一 

提
婆
達
多
品 

 
 

第
十
二 

勧
持
品 

 
 
 
 

第
十
三 

安
楽
行
品 

 
 
 

第
十
四 

従
地
涌
出
品 

 
 

第
十
五 

如
来
寿
量
品 

 
 

第
十
六 

分
別
功
徳
品 

 
 

第
十
七 

随
喜
功
徳
品 

 
 

第
十
八 

法
師
功
徳
品 

 
 

第
十
九 

常
不
軽
菩
薩
品 

 

第
二
十 

如
来
神
力
品 

 
 

第
二
十
一 

嘱
累
品 

 
 
 
 

第
二
十
二 

薬
王
菩
薩
本
事
品 

第
二
十
三 

妙
音
菩
薩
品 

 
 

第
二
十
四 

観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五 

陀
羅
尼
品 

 
 
 

第
二
十
六 

妙
荘
厳
王
本
事
品 

第
二
十
七 

普
賢
菩
薩
勧
発
品 

第
二
十
八 

 

迹
門
＝
諸
経
の
統
一  

衆
生
成
仏
の
平
等
性
・
二
乗
作
仏 

 

衆
生
の
成
仏
論 

本
門
＝
諸
仏
の
統
一  

本
仏
救
済
の
絶
対
性
・
久
遠
実
成 

 

本
仏
の
救
済
論 

↓本門八品＝大漫荼羅↓ 

▽前霊山会十品(第 1～第 10)

地上で説かれた 

▽後霊山会六品(第 23～

第 28)地上で説かれた 

◇一経三段 

寿
量
品
に
説
き
顕
わ
し 

神
力
・
属
累
の
時 

事
極
ま
る 

宝
塔
品
よ
り
事
起
こ
り 

序
分 正

宗
分 

流
通
分 

流
通
分 

正
宗
分 

序
分 

迹門 本門 

  

流
通
分 

正
宗
分 

序
分 

◆二門六段 

※
起
顕
竟(

極)

の
法
門 

事
＝ 

付
属
の
儀
式 


